
◎宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律 
（令和三年六月二三日法律第八三号）（衆）   

一、 提案理由（令和三年六月一〇日・衆議院本会議） 

○木原誠二君 ただいま議題となりました両法律案のうち、まず、宇宙資源の探査及び

開発に関する事業活動の促進に関する法律案につきまして、提案の趣旨を御説明申し上

げます。 

 本案は、民間事業者による宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動を促進するため、

人工衛星の管理に係る許可の特例として、宇宙資源の探査及び開発を目的として人工衛

星の管理の許可を申請する場合、事業活動の目的、期間、場所等を記載した事業活動計

画の提出を求めることとするとともに、事業活動計画に従って採掘等をした宇宙資源に

ついては、当該採掘等をした者が所有の意思をもって占有することにより、その所有権

を取得することとする等の措置を講ずるものであります。 

 本案は、昨九日の内閣委員会において、賛成多数をもって委員会提出の法律案とする

ことに決したものであります。 

……………（略）…………… 

二、 参議院内閣委員長報告（令和三年六月一五日） 

○森屋宏君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会における審査

の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、宇宙基本法の基本理念にのっとり、宇宙資源の探査及び開発に関し、人

工衛星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律の規定による許可の特例を設けると

ともに、宇宙資源の所有権の取得等を定めることにより、宇宙の開発及び利用に関する

諸条約の的確かつ円滑な実施を図りつつ、民間事業者による宇宙資源の探査及び開発に

関する事業活動を促進しようとするものであります。 

 委員会におきましては、衆議院内閣委員長木原誠二君より趣旨説明を聴取した後、宇

宙資源開発の在り方、宇宙条約との整合性等につきまして質疑が行われましたが、その

詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の田村委員より反対の旨の意見

が述べられました。 

 次いで、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定をい

たしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


